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自費の訪間看護  訪間着護   訪間看護
ステーションと ステーションと ステーションと
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※公的な介護保険と自費の介護保険を併用することも可能です
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蔀間琶護
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▼

訪間着護指示書の公布
主治医から指示を受けてください

※おおむね1週間ほど
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“地域で自分らしく住む"を

サポートする訪問看護

▼



生活保護を受けていますか?

市
町
村
民
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非
課
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月額負担上限額
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以
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月額負担上限額

5′ 000円

重度かつ継続
の場合の上限額

5′ 000円

月額員担上限額

2′ 500円

重度かつ継続
の場合の上限額

2′ 500円

月額負担上限額

高額医療費制度

の限度額が上限

重度かつ継続
の場合の上限額

5′ 000円
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は
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円

以
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で
す
か
？

月額負担上限額

高額医療費制度

の限度額が上限

重度かつ継続
の場合の上限額

10′ 000円

月額負担上限額

対 象 外

重度かつ継続
の場合の上限額

20′ 000円
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Reaf事業所一覧

Reafく るめ 〒830-0044福岡県久留米市本町15-101T本町lF
TEL 0942-65-4926 FAX 0942-65-4927

Reafく まもと 〒860-0851熊 本県熊本市中央区子飼本町1-25

シンフォニー八イツlF

TEL 096-345-9505 FAX 096‐ 285-9573

Reafあ さくら 〒838-0068福岡県朝倉市甘木1233-12号 棟
TEL 0942-65-4928 FAX 0942-65-4927

Reafみやま 〒835-0024福岡県みやま市瀬高町下庄613-1-105
TEL 0944-85-7104 FAX 0944-85-7105

Reafひた  〒877-0025大 分県日田市田島1丁 目7-23
TEL 0973-29-8030

Reafち くしの 〒818-0035福 岡県筑紫野市美しが丘北1丁 目11番地6
TEL 092‐403‐0070

Reafく す  〒879‐ 4403大分県玖珠郡玖珠町帆足457-7
TEL 0973-77-2155

Reafおおむた 〒836-0052福 岡県大牟田市白金町83
TEL 0944-31-7877

Reafおおいた 〒870‐ 0835大分県大分市上野丘2-1-16

(2024年 10月オープン予定)
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意夕ヽとお手頃な訪間看護料金

訪間看護ステーション



こんなお 1悩み ありませんか?

薬がきちんと

飲めない=11

人との関わ Lりが

上手くできない
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家族にも病気を

理解してほしい

ヽ
ストレスで

集中力 1やる気が

出ない
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閉じこもLりがちに

なつている
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身の回 Lり のことが

上手くできない
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Reafの訪問看護
私たち Reafは、訪問看護により、

精神的困難を抱えた人たちが 自己決定力を高め、

自ら生活していけるよう寄りそっていきます。

対象となる疾患

児童精神全般

自閉症

アスペルガー症候群

知的障害

発達障害

精神疾患全般

認知症

双極性障害

産褥期精神障害

適応障害

統合失調症

うつ

Reafの特徴

2

3

WRAPOを取り入れた
訪問看護

毎日を豊かに過ごすために、調子が乱れた時でも

いい感じの自分を取り戻すための行動プランで丸

Open Dialogue(開かれた対話)

を取り入れた訪問看護

信頼関係を大事にした中で本音で語り合える【開かれた対

話】により、抱いている悩みや不安を解決できるような支援

に取り組んでいま丸

『十四」の「心」を持って

「耳で聴く」

「聞く」でなく「聴く」が重要で丸

人は人によって傷つく時もありますが、私たちは「人によ

って癒される」ということを大切にした関係性を築いてい

きます。


